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◎ 特集

伊佐を元気に！
で「ふるさと納税」



伊佐のいいもの！ ！ ！知って 勧めて
お礼の品は寄附の金額により選べます。

自分にも、贈り物にも。
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総務省
ふるさと納税
ポータルサイト

制度の仕組みなどをわかり
やすく紹介しています。

最新情報やオススメ
投稿を紹介。返礼品
情報も写真掲載で選
びやすいです。

ふるさとチョイス　伊佐市

ふるさと
チョイス

　平成20年に始まった伊佐市のふるさと納税。今までに
皆さんからいただいたご寄附は、市民サービスの向上や地
域振興など、まちの至るところで活用されています。
　市では、ふるさと納税の仕組みを通して伊佐市の魅力を
全国に発信し、より多くの人に知ってもらい、伊佐に来て、
伊佐を応援していただくことを期待しています。
　ぜひ、市外のご家族や親せき、知人の皆さんに、伊佐市
へのふるさと納税をお勧めください。また、市内事業者の
皆さんには、“伊佐ならでは”の返礼品の充実にご協力を
お願いします。

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３

ふるさと納税とは？

手続き方法

証明書・特産品の送付

寄附金控除の申告

自分が生まれ育ったふるさとや、応援したいと考
えている自治体に寄附をすると、その年の所得税
及び翌年度の個人住民税から控除が受けられる制
度です。　税金の控除  ＋  お礼の特産品

◎１万円以上寄附していただいた人には伊佐市の
　特産品をお届けします（伊佐市民が寄附した場
　合は送られません）。

Ａ市在住の人がＢ市に１万円寄附し、翌年確定申告をすると、
そのうち 8000 円の税金が控除され、実質 2000 円で特産品が
もらえる制度です。また、一定の条件を満たす給与所得者が
寄附先のＢ市に「ワンストップ特例」の申請書を送付すれば
確定申告が不要になり、自動的に税金が控除されます。

①Ｂ市に１万円寄附

②受領証明書・特産品 ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

③確定申告

報告
④所得税の還付

⑤住民税の減額

④⑤で合計 8000 円の控除

負担は実質
のみ2000円

　　ふるさと納税ポータルサイト「ふるさと
　　チョイス」から申し込みした場合

　　寄附金の納入方法：郵便振込または　　　
　　　　　　　　　　　クレジット決済

　　伊佐ＰＲ課へ資料請求または市ホーム
　　ページ掲載の申請書を提出（メール・
　　FAX・郵送）した場合

　　寄附金の納入方法：郵便振込

※郵便振込の入金確認に 15 日程度かかります。

伊佐ＰＲ課での入金確認後、寄附金受領証明書を
郵送します。お礼の特産品は販売店からお届けし
ます。在庫の関係上、時期によっては２～３か月
ほどお待ちいただくこともあります。

原則として確定申告をすることにより所得税・住
民税から控除されます。ワンストップ特例制度を
ご利用の人は申告は不要ですが、申請書を伊佐市
に提出する必要があります。

例

寄
附
者

寄附先

税務署

居住地
Ａ市

Ｂ市

検索



伊佐のいいもの！

１位　
　
お

礼品
件数ランキ

ン
グ

２位　
　
お

礼品
件数ランキ

ン
グ

３位　
　
お

礼品
件数ランキ

ン
グ ４位　

　
お

礼品
件数ランキ

ン
グ

５位　
　
お

礼品
件数ランキ

ン
グ
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自治体に寄附するとお礼の品を受け取れる「ふるさと納税」。

伊佐市の魅力的な返礼品をご紹介します。

で
「ふるさと納税」

伊佐市にご寄附いただき

ありがとうございます。

　寄附金は次のような施

　策に大切に活用させて

　いただきます。

平成 28 年度ふるさと納税寄附金（市直接分）
項目 活用事業名 寄附金額（円） 件数

ア  子育て・高齢者対策事業 34,652,000 1,853
イ  青少年健全育成事業 5,574,000 321
ウ  魅力ある観光地づくり 10,306,000 602
エ  商店街の活性化 3,200,000 157
オ  農林業の振興 11,477,000 609
カ  コミュニティ活動の活性化 1,084,100 68
キ  その他 15,426,000 604

合　計 81,719,100 4,214

焼酎ほろ酔いセット

720ml
900ml

900ml

焼酎だれやめセット（各1800ml)

幻の黒～伊佐の黒豚～

伊佐の至宝～伊佐米10kg～

伊佐牧場のナチュラルチーズセット

伊佐を元気に！

珍

特産品を募集中特産品を募集中
詳しくは伊佐ＰＲ課へ

８３種類
お礼の品

（６月 15 日現在）
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年
を
重
ね
る
ご
と
に
記
憶
力
が
著

し
く
低
下
す
る
現
実
は
誰
し
も
実

感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
反
し
、
読
む
力
や
考
え
る
力
は

徐
々
に
深
ま
っ
て
行
く
が
、
そ
う

し
た
読
解
力
や
思
考
力
を
支
え
て

い
る
の
は
幅
広
い
知
識
で
あ
り
、

そ
の
知
識
を
蓄
え
て
く
れ
る
記
憶

力
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
海
音
寺
は
、
か
つ
て
江
戸
時
代
を

通
じ
て
実
行
さ
れ
て
い
た
素
読
の
効
用
（
記
憶

力
の
開
発
）
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
す
る
。
素

読
は
、
ひ
た
す
ら
文
章
を
暗
唱
し
、
徹
底
的
に

記
憶
す
る
だ
け
の
勉
強
で
、
そ
れ
を
繰
り
返
し

続
け
て
い
れ
ば
、
や
が
て
不
明
で
あ
っ
た
意
味

も
年
齢
が
進
む
に
従
い
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な

る
か
ら
だ
。
暗
唱
や
音
読
の
復
権
は
、
受
験
を

視
野
に
入
れ
た
教
育
と
は
異
な
る
が
、
も
う
一

度
熟
考
し
て
も
よ
い
利
点
を
持
っ
て
い
る
に
違

い
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
、『
覇
者
の
条
件
』
の
「
あ
と
が

き
」
で
は
、
教
師
が
子
ど
も
た
ち
に
手
取
り
足

取
り
懇
切
丁
寧
に
指
導
す
る
の
は
い
い
が
、
そ

う
し
た
教
育
は
ま
る
で
ど
ろ
ど
ろ
に
噛
み
砕
い

た
食
べ
物
を
口
移
し
に
与
え
る
よ
う
な
も
の
だ

と
苦
笑
交
じ
り
に
述
べ
て
い
る
。
本
来
の
教
育

は
、
教
え
る
側
が
じ
っ
と
我
慢
し
て
、
簡
単
に

答
え
を
示
さ
な
い
忍
耐
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ひ
た
す

ら
に
正
解
を
導
き
出
さ
せ
る
や
り
方
と
は
対
極

の
、
子
ど
も
が
自
分
な
り
の
考
え
に
辿
り
着
く

ま
で
忍
耐
強
く
待
つ
教
育
で
あ
り
、
教
育
に
関

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
従
来

の
親
子
関
係
と
は
異
な
る
傾
向
が
現
れ
始
め
た
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
大
学
生
の
入
学
式
や
卒
業
式
、

就
職
試
験
や
企
業
の
入
社
式
に
同
伴
す
る
親
族

の
話
題
が
あ
る
。
ご
く
最
近
の
珍
現
象
と
認
識

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
「
海
音
寺
ガ
ミ
ガ

ミ
説
法
」
に
も
「
大
学
の
入
学
試
験
に
ま
で
親

が
つ
い
て
行
く
の
だ
。
何
た
る
こ
と
だ
！
」
と

記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

海
音
寺
は
、
戦
後
の
日
本
男
子
が
女
性
化
し

つ
つ
あ
る
と
い
う
現
象
を
い
ち
は
や
く
捉
え
、

そ
の
原
因
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
過
去
に

は
、
平
安
時
代
の
男
性
貴
族
に
も
化
粧
法
や
言

葉
遣
い
等
に
極
端
な
女
性
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
、

そ
れ
が
武
家
社
会
の
到
来
に
つ
な
が
っ
た
と
論

じ
て
い
る
。
戦
後
急
速
に
増
え
始
め
た
男
性
の

女
性
化
は
、
単
純
化
で
き
な
い
複
雑
な
要
因
が

そ
の
背
景
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ

か
ら
半
世
紀
後
の
、
男
女
の
別
を
問
わ
ず
生
起

す
る
信
じ
ら
れ
な
い
事
件
を
目
の
当
た
り
に
す

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
教
授　

古
閑　

章

る
と
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
教
育
の

荒
廃
は
ゆ
る
が
せ
に
出
来
な
い
問
題
性
を
孕は

ら

ん

で
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
海
音
寺
に
は
「
教
育
と
は
な
ん

だ
ろ
う
」（『
海
音
寺
潮
五
郎
記
念
館
誌
』
第
28

号
）
と
い
う
面
白
い
文
章
が
あ
る
。
１
９
６
６

（
昭
和
41
）
年
12
月
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

編
『
教
育
月
報
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
学
の
経
済
学
部
を
卒
業
し
、
一
流
の
商
社

マ
ン
と
な
っ
た
32
歳
の
青
年
が
、
一
念
発
起
し
、

国
家
会
計
士
の
免
状
を
取
得
す
る
た
め
商
社
マ

ン
を
辞
め
、
毎
日
図
書
館
通
い
を
し
な
が
ら
受

験
勉
強
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ

の
真
面
目
な
青
年
は
算そ

ろ
ば
ん盤
が
苦
手
で
、
試
験
科

目
に
は
自
信
が
あ
る
の
だ
が
、
手
先
が
器
用
で

な
い
た
め
、
２
回
目
の
試
験
も
算
盤
で
し
く
じ

り
そ
う
だ
と
打
ち
明
け
る
。
そ
こ
で
海
音
寺
は
、

ど
う
し
て
日
本
の
小
学
校
で
は
、
算
盤
や
習
字

や
九
九
な
ど
の
基
礎
・
基
本
を
徹
底
的
に
教
え

込
ま
な
い
の
だ
ろ
う
と
、
も
ど
か
し
い
気
持
ち

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

海
音
寺
は
、
戦
後
の
学
校
教
育
は
、
記
憶
力

の
開
発
を
軽
視
し
、
読
解
力
や
思
考
力
を
偏
重

し
過
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
と
批
判
す
る
。
し
か
し
、

海
音
寺
潮
五
郎

没
後
40
年
―
そ
の
人
間
性
や
文
学
の
魅
力
を
探
る
―

伊
佐
が
生
ん
だ
偉
大
な
歴
史
作
家

全
６
回
連
載

　

第
二
回　

海
音
寺
潮
五
郎
の
先
見
性
（
下
）

心
を
抱
い
て
い
る
人
な
ら
、
教
師
が
安
易
に
教

え
る
教
育
は
む
し
ろ
楽
な
行
為
で
あ
る
と
気
づ

い
て
い
る
は
ず
な
の
だ
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
教
育
論
を
現
代
の
学
校
現
場

に
そ
の
ま
ま
採
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
記
憶
力
を
鍛
え
る
考
え

方
の
重
要
性
は
看
過
で
き
な
い
し
、
近
年
、
認

知
症
が
記
憶
力
の
中
枢
を
つ
か
さ
ど
る
海
馬
の

衰
え
に
よ
っ
て
起
こ
る
症
状
だ
と
い
う
こ
と
は

知
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て
や
、
た
だ
正
解
に
い

た
る
解
法
を
教
え
る
だ
け
の
教
育
が
正
し
い
と

は
誰
も
思
っ
て
い
な
い
の
で
、
教
え
る
側
の
考

え
を
手
軽
に
示
さ
ず
、
ひ
と
り
一
人
が
自
分
の

答
え
を
掘
り
出
す
ま
で
じ
っ
く
り
見
守
る
教
育

の
大
切
さ
に
賛
同
す
る
保
護
者
は
少
な
く
な
い

だ
ろ
う
。

　

海
音
寺
の
指
摘
が
、
ひ
と
り
海
音
寺
だ
け
の

も
の
で
な
く
、
か
つ
て
演
劇
界
で
活
躍
し
た
木

下
順
二
『
本
郷
』（
講
談
社
文
芸
文
庫
）
の
教

師
像
に
も
見
出
さ
れ
る
事
実
は
看
過
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。

▶
海
音
寺
潮
五
郎
文
学
碑
（
轟
公
園
）

ふ
る
里
の

さ
つ
ま
の
国
は

空
あ
お
し

た
だ
あ
を
あ
を
と

澄
み
通
る
な
り



８月１日より年金受給資格期間が２５年から１０年へ短縮されます。
請求はお済みですか?

日本年金機構が把握している該当者へは、平成２９年２月下旬から７月上旬にかけて
順次請求書が送付されています。
事前受付ができますので、請求書が手元に届いている方は、各窓口において請求手続
きを行ってください。

＜提出・問い合わせ先＞ ※請求手続きは要予約です。
●すべての加入期間が国民年金第１号被保険者の方
⇒市役所（市民課市民係・地域総務課市民窓口係） TEL：23-1311

●厚生年金保険や共済組合の加入期間、国民年金第3号被保険者の期間がある方
⇒加治木年金事務所 TEL：0570-05-1165(ナビダイヤル)

国民年金窓口からお知らせ

平成29年4月より、市役所の国民年金窓口における年金請求(老齢・障害・遺族)手
続きは予約制となっています。
前日までに、電話等で予約を取ったうえで来庁してください。

市民課市民係・地域総務課市民窓口係

年金を受
け取るた

めのお知
らせです

。（開封前
に宛名を

ご確認く
ださい）

親

展

料金後納

郵便

【表　面】

０５７０－０５－１１６５

　　０５０か
ら始まる

電話でお
かけにな

る場合は

０３－６７
００－１１

６５

月　曜　日　 午前８：３０～午後７：００

火～金曜日　 午前８：３０～午後５：１５

第２土曜日　 午前９：３０～午後４：００

＊月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後 ： まで相談をお受けします。

＊祝日（第２土曜日を除く）、 月 日～ 月 日はご利用いただけません。

＊代理人（二親等以内）の方からお問い合わせいただく場合は、ご本人の基礎年金番号、

　代理人の方の基礎年金番号も必要となります。

＜受付時
間＞

できるだ
けお早め

にお近く
の年金事

務所へ提
出してく

ださい！

ご相談や
予約の申

し込みは
こちら（ね

んきんダ
イヤル）

お問い合
わせの際

は、基礎
年金番号

がわかる
ものをご

用意くだ
さい。

下記のダイヤルでご予約の上、お越しください。

短縮

ご予約が
ないと年

金事務所
窓口にお

いてお待
ちいただ

くことが
あります

。

年金の支払いに関する通知書等をパソコンからダウンロードできます！ 開封前に宛名をご確認ください

☆☆　あなたの年金　簡単便利な　ねんきんネットで！☆☆
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お知らせ
国民年金の保険料免除制度

障害年金受給者の現況届の提出

受給資格期間の短縮
にともなう年金請求

■  国民年金窓口からお知らせ■ 

7 月 1 日から平成 29 年度の保険料免除・納付
猶予の申請受付がはじまります

７月 31 日（月）までに持参または郵送で
提出してください

８月１日から年金受給資格
期間が 25 年から 10 年へ短
縮されます

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を
納めることが困難な人に対する免除制度があり
ます。
　日本年金機構による所得審査を経て免除が承
認されると、老後に年金を受給するための資格
期間に含まれるだけでなく、障害年金や遺族年
金を受け取るための資格期間にも含まれます。
※ただし老齢基礎年金の受給額は減額されます。
　追納制度で 10 年以内であれば免除期間の保険
　料を納めることができます。

　20 歳になる前の障がいにより障害基礎年金
を受けている人、障害福祉年金から切り替わっ
た障害基礎年金を受けている人及び特別障害給
付金を受けている人は、毎年７月が所得状況
届（現況届）の提出月となっています。現況届
は、引き続き年金を受けることができるかを確
認するための大切なものです。現況届の提出が
なかったり遅れたりすると、年金の支払いが一
時差止めになりますので、ご注意ください。
※未申告の人は必ず申告してください。

　4 月から、市役所窓口での年金請求（老齢・障害・遺族）手続きは予約制となっています。
前日までに電話等で予約してください。

　日本年金機構が把握している該当者には、２月下旬から７月上旬にかけて
順次請求書が送付されます。事前受付ができますので、請求書が届いている
人は、各窓口にて手続きしてください。

予約・問い合わせ先　市民課市民係（大口庁舎）・地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）　☎㉓１３１１

審査対象期間　平成 29 年 7 月分～平成 30 年 6 月分
※前年所得による審査（本人・配偶者・世帯主）

申請時に必要なもの
○年金手帳（基礎年金番号が分かるもの）
○印鑑（認印）
○離職票または雇用保険受給資格者証
　（昨年から現在において仕事を辞められた人）

申請窓口　市民課市民係、地域総務課市民窓口係

金年 についての

提出期限　７月 31 日（月） 期限厳守

提 出 先　市民課市民係

提出書類　○現況届（７月上旬に日本年金機構か
　　　　　　ら送付されます。）
　　　　　○診断書（必要な人のみ）
　　　　　○平成 29 年度所得証明書（平成 29 年
　　　　　　１月１日現在、伊佐市外に住民登録
　　　　　　していた人のみ）

提出・問い合わせ先　※ 請求手続きは予約が必要です。
● すべての加入期間が国民年金第１号被保険者の人
　 ⇒　市役所（市民課市民係・地域総務課市民窓口係） ☎㉓１３１１

● 厚生年金保険や共済組合の加入期間、国民年金第 3 号被保険者の
　 期間がある人　⇒　加治木年金事務所
　　　　　　　　　　☎０５７０・０５・１１６５（ナビダイヤル）
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「伊佐さわやかあいさつ運動の日」

誰もが思わずあいさつしたくなるような、さわやかな標語を募集します

　市では、明るく元気なまちづくりと健全な青少年の育成のため、
子どもから大人まで誰もがあいさつできるよう「伊佐さわやかあい
さつ運動」を進めています。
　家庭から地域から学校から、そして職場からも、元気でさわやか
なあいさつの声を広げていきましょう。

伊佐の夏祭り＆六月灯
◦伊佐市夏祭り（大口中心商店街）　　
　７月 29 日（土）　パレード 15：30 ～　手踊り 19：00 ～
◦本城ふれあい夏祭り（本城小学校体育館）７月 30 日（日）   18：30 ～
◦伊佐市花火大会（総合グラウンド）　８月       ５日（土）20：00 ～
◦針持校区夏祭り（針持小学校）　　　８月 11 日（金）18：30 ～
◦羽月校区夏祭り（羽月小学校）　　　８月 12 日（土）18：00 ～
◦牛尾校区夏祭り（牛尾小学校）　　　８月 13 日（日）18：00 ～
◦平出水校区夏祭り（平出水小学校）　８月 13 日（日）18：00 ～
◦山野校区夏祭り（山野小学校）　　　８月 14 日（月）18：00 ～
◦田中校区夏祭り（田中ふるさと館）　８月 15 日（火）18：00 ～
◦羽月西校区夏祭り（羽月西小学校体育館）８月 16 日（水）18：30 ～
◦曽木校区夏祭り（西太良地区コミュニティセンター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８月 20 日（日）18：30 ～

◦湯之尾神社六月灯　　７月 15 日（土）18：00 ～
◦郡山八幡神社六月灯　７月 15 日（土）18：00 ～

※情報提供のあった校区のみ掲載しています。

対　　象　伊佐市にお住まいの人　※小・中学生は各学校で募集
期　　間　７月１日（土）～８月 31 日（木）
内　　容　あいさつ運動標語（10 ～ 20 文字程度、未発表作品 1 人１点）
　　　　　【平成 28 年度最優秀賞作品「あいさつで　笑顔の種を　今日もまく」】
賞 品 等　最優秀賞、優秀賞、優良賞（賞状と図書券）
表彰・発表　伊佐市青少年健全育成大会（10 月）で表彰し、受賞作品は、あいさつポスター・チ
　　　　　ラシ等に掲載して、地域や学校・職場等でのあいさつ運動推進に活用します。
応募方法　大口ふれあいセンター、菱刈ふるさといきがいセンター、コミュニティ協議会等にあ
　　　　　る応募用紙に記入のうえ、提出してください。
提出・問い合わせ先　〒８９５―２７０１　伊佐市菱刈前目２１０６番地
　　　　　　　　　　伊佐市教育委員会社会教育課　☎㉖１５５４・  　㉖１０５５

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

毎月

日は
13

あいさつ
運動

標語募集



7　　広報いさ  2017.07.01

平
成
29
年
度
伊
佐
市
職
員
採
用
試
験

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉
若
干
名

一
般
行
政
Ⅰ
〈
臨
床
心
理
士
〉

　
　
　

若
干
名

※
一
般
事
務
ま
た
は
技
術
に
従
事

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉　

若
干
名

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
〉　　

若
干
名

一
般
行
政
Ⅱ
〈
建
築
〉　　

若
干
名

※
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務

　

に
従
事

受
験
資
格

　

次
の
試
験
区
分
ご
と
の
要
件
を
満

た
す
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方

　

公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

　

に
該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

　

ん
。

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
〉

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す

る
人
（
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

を
含
む
。）

一
般
行
政
Ⅰ
〈
臨
床
心
理
士
〉

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
公
益
財
団
法
人
日
本
臨
床
心
理

士
資
格
認
定
協
会
が
認
定
す
る
臨
床
心
理
士

の
資
格
を
有
す
る
人
（
来
春
資
格
取
得
見
込

み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
人
（
来
春
資

格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
・
建
築
〉

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒

業
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
（
来
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
人
を
含
む
）

試
験
日
時

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
・
臨
床
心
理
士
〉

　

９
月
17
日
（
日
）
８
時
30
分
～

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
・
土
木
・
建
築
〉

　

９
月
17
日
（
日
）
13
時
～

試
験
会
場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験

一
般
行
政
Ⅰ
〈
一
般
事
務
・
臨
床
心
理
士
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養
試
験
及
び
作

文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉

　

保
健
師
に
関
す
る
専
門
試
験
及
び

作
文
試
験

一
般
行
政
Ⅱ
〈
土
木
・
建
築
〉

　

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
専
門
試
験

及
び
作
文
試
験

第
２
次
試
験　

面
接
試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み

採　
　

用

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
し
、
平
成
30
年
４
月
以
降
、

必
要
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
手
続

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込

書
兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）

に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
82
円
切
手
を
貼
っ

　

た
返
信
用
封
筒
を
同
封

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

７
月
24
日（
月
）～
８
月
18
日（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１

平成 29 年度  ふるさと美化活動
　市では、地域の美しい自然と良好な生活環境を守る
ために、年 2 回のふるさと美化活動を行っています。
老人クラブや子ども会などとも協力し、地域ぐるみで
活動しましょう。
※安全に十分注意して作業を行ってください。
実 施 日　8 月 6 日（日）・12 月 3 日（日）
※日程は基準日です。自治会の事情にあわせて実施 
　してください。
問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎㉒１０６0

自衛官募集  地域説明会

場　所　大口元気こころ館
　　　　相談室
内　容　自衛官募集種目説明

問い合わせ先
自衛隊鹿児島地方協力本部国分地域事
務所　　☎０９９５・４５・１８３６

　　　　13 時～ 15 時
日　時　７月 29 日（土）
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　現在お持ちの国民健康保険・後期高齢者医療保険の
被保険者証は、７月 31 日で期限が切れます。

　　㊫の被保険者証をお持ちの人は手続きが必要です

発送時期　７月中旬
　各世帯にピンクの封筒で郵送します。
※国保と後期は別で発送します。

保険証　　　　　　 の 切り替え（国保・後期）

（イメージ）

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３
ピッ

※緊急時は随時更新します。24 時間見られます。

大雨や台風のときは ＭＢＣテレビのチャンネルで ボタンを

操作方法　①ＭＢＣテレビのチャンネルに合わせる
　　　　　②リモコンのｄボタンを押す

８月１日
　からの

保険証
　　について

【保険税や保険料の滞納にご注意】
　保険税や保険料の滞納がある場合は、期間を限定した被保険者証（短期被保険者証）を発行する
こともあります。事情により納付が困難な場合は、税務課収納管理係にご相談ください。

　　社会保険証等をお持ちの人で国民健康保険証が届いた人について

　国民健康保険証の右上に㊫マークがある人は、更新または喪失の手続きをしてください。
　手続きに必要なもの　○現在交付されている㊫の被保険者証　　○世帯主の印鑑
　　　　　　　　　　　○在学証明（学生証は不可）または卒業証明書
　　　　　　　　　　　　※在学証明は、平成 29 年４月１日以降発行のものに限ります。
　　　　　　　　　　　○手続きに来る人の本人確認書類、本人及び世帯主の個人番号が確認でき
　　　　　　　　　　　　るもの（マイナンバーカードなど）
　期　　間　７月 24 日（月）から随時更新します。
　場　　所　市民課（大口庁舎）または地域総務課（菱刈庁舎）

　市民課に届出をする必要があります。
　届出に必要なもの　○現在加入している保険証（社会保険証、共済組合保険証等）
　　　　　　　　　　○国民健康保険証
　　　　　　　　　　○手続きに来る人の本人確認書類、本人及び世帯主の個人番号が確認できる
　　　　　　　　　　　もの（マイナンバーカードなど）

問い合わせ先　市民課健康保険係　☎㉓１３１１
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浄化槽法定検査     　　　　受検のお願い（法第 11 条）

単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査料金 ４、０００円 ６、０００円

問い合わせ先
（公財）鹿児島県環境保全協会　      ☎０９９・２９６・９０００
鹿児島県生活排水対策室　　　　☎０９９・２８６・３６８５
環境政策課環境保全係　　　　　☎㉒１０６０

検査手数料（５～ 10 人槽）

　浄化槽の保守点検と清掃が適正に行われ、機能が正常に維持されているかを検査します。現場で
の検査と、浄化槽の放流水を採水し持ち帰っての水質検査を行います。行政及び関係者が不適事項
等の状況を把握し、早期にそれを是正することを目的としています。
　検査対象となった浄化槽については、検査機関である（公財）鹿児島県環境保全協会から事前に
日程が通知されます。必ず受検してください。

　浄化槽は、保守点検、清掃、法定検査という維持管理が適正に行われることによって、私たちの
生活から排出された汚水を浄化してきれいな水を流すことができる装置です。
　浄化槽法では、保守点検、清掃とは別にこれらが適切に行われているかを検査する「法定検査」
が義務付けられています。

◎定期検査（法第 11 条検査）

議員との意見交換会　団体募集

対　　象　10 人以上の市民の団体・グループ等
開催時期　７月中旬～ 10 月上旬
※議会の会期中は除きます。
意見交換会の内容
　あらかじめ提出していただいたテーマに基づき意
見交換会を行います。（１時間～ 1 時間 30 分程度）
開催場所　原則、応募団体が希望する場所で開催し
　　　　　ます。
※開催会場は応募団体で確保してください。
参加議員　提出していただいたテーマに応じ、複数
　　　　　の議員が参加します。
申込方法
　申込書（市ホームページ掲載）に必要事項を記載
して、議会事務局へ提出してください。
※ＦＡＸ、メールでも提出できます。

　伊佐市議会及び議員が積極的に政策等を提案して
いくため、議会基本条例第７条により、意見交換会
を開催します。参加を希望する団体等は申し込みく
ださい。

申込期限　7 月 31 日（月）
そ の 他
⑴開催の可否については、議会運営委員会
　で協議し決定します。応募されたテーマ
　の内容、開催時期によっては、お受けで
　きない場合や意見交換の方法について協
　議する場合がありますので、あらかじめ
　ご了承ください。
⑵開催決定後、開催日時や運営方法等を協
　議させていただきます。
申込・問い合わせ先
伊佐市議会事務局

☎㉓１３３５・　㉒４９８３
gikai@city.isa.lg.jp
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大切な人・街を守る消防団
新入団員研修

　４月 23 日、今年度入団した消防団員の初
任者研修が行われました。
　消防組織法や規則など研修を受けた後、消
防本部で規律訓練やホースの取扱要領などの
実技訓練を受けました。

　創立 50 周年を迎えた鎌田建設株式会社か
ら、地域振興費として多額の寄附をいただき
ました。ありがとうございます。
　京セラホテルで行われた同社の記念式典会
場において、鎌田善政代表取締役から時任副
市長に目録が手渡されました。

鎌田建設㈱からご寄附

　市民の生命を守る「使命感」に燃える新入
団員は次の方々です。（敬称略）
　山之上明音　（団本部）	
　山元晶　　　（団本部）
　中原真也　　（第 1 分団上町）
　森元亮次　　（第 2 分団諏訪）
　橋口卓史　　（第２分団諏訪）
　永冨一郎　　（第２分団水ノ手）
　竹下泰弘　　（第２分団水ノ手）
　甲斐裕朗　　（第４分団木ノ氏）
　橋口和規　　（第５分団尾之上）
　中村勇太　　（第５分団尾之上）
　村上史之　　（第７分団麓）
　上田代恵　　（第８分団宮人）
　竹之内博実　（第８分団宮人）
　山下眞芳　　（第９分団曽木）
　小原千春　　（第 10 分団土瀬戸）
　蓑茂佑太朗　（第 13 分団）
　宮下直樹　　（第 17 分団）

　５月 25 日、富士建設株式会社がボランテ
ィア活動として、山野地区の徳永酒店前交差
点にロードミラーを寄贈・設置してください
ました。ありがとうございました。

ロードミラー設置
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水道施設を
巡回修繕点検サービス

　６月２日、水道週間に合わせて市内の小学
校や保育園など 17 箇所を対象に、水道施設
の巡回点検と簡単な修理サービスが実施され
ました。これは、伊佐市内の水道指定工事店
24 社の皆さんがボランティア活動で行われ
たものです。ありがとうございました。
　水道の修繕はこちらへご連絡ください。　
大口地区水道修繕センター　☎㉓５３３３
菱刈地区水道修繕センター　☎㉖２８７０

　山野小学校卒業生で海上自衛官の松元裕樹
さんが５月 22 日に山野小学校、23 日に平
出水小学校（写真）を訪れ、南極について講
演されました。
　南極の寒さでシャボン玉が凍っていく映像
や、ペンギン・オーロラなどについて説明す
ると、児童たちは歓声をあげながら見入って
いました。南極の氷に触れた児童たちは、「冷
たくてパチパチ音がする。」と普段の氷との
違いに驚いていました。
　質問タイムでは競うように手が挙がり、終
始和やかな講演となりました。

見て触れて知る　南極の世界

　市内で製材業を営んでいる菱刈木材工業株
式会社から、市内の小・中・高校生と先生に、
竹を材料にして作られたノート 2,670 冊が
贈呈されました。
　６月２日に教育長室を訪れた亀甲訓生代表
取締役は「市へのお返しができればと思い、
ノートを贈りました。この活動を続けていけ
れば。」と話されました。
　今回贈呈されたノートは表紙が 100 パー
セント、中身は 10 パーセントの竹を使用し
た竹紙でできています。間伐された竹が有効
活用され、竹林が整備されることも期待され
ます。

竹紙でできたノートを贈呈

　今年も 6 月の第 2 日曜日「花の日」にち
なんで、大口幼稚園の園児がお花を届けてく
れました。
　６月 1 日に市役所大口庁舎を訪れた園児
たちは「いつもお仕事ありがとうございます。
がんばってください。」と隈元市長にアジサ
イを手渡し「にんげんっていいな」を元気よ
く歌いました。
　かわいい訪問者と素敵なプレゼントに、庁
舎は明るい雰囲気に包まれました。

花と歌のプレゼント
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ISA City Topics

　６月 3 日、曽木小学校の児童や保護者、
曽木校区コミュニティ協議会が参加して「ど
ろんこ祭り」が開催されました。
　学校前の田んぼでドッジボールやしっぽと
り、かけっこが行われました。
　転んで顔や体中が泥まみれになっても、楽
しそうに走り回る子どもたちに、先生や保護
者も加わり、童心にかえって一緒にはしゃい
でいました。

走って転んで泥まみれ（表紙）

　日本バス協会より、貸切バス事業者の中で
も特に高いレベルで安全に対する取組み状況
を続けている優良なバス会社として、伊佐交
通観光株式会社が三ツ星の認定を受けました。
　三ツ星認定は県内事業所 90 社のうち４社
のみです。（Ｈ 27.6.1 時点）
　同社のバスには、優良バスを意味する「セ
ーフティバスマーク」が貼付されています。
　古田社長は「利用される人に安心して乗っ
ていただけるよう、今後も更なる安全意識向
上に努めたい。」と意欲を語りました。

　６月 17 日、川内川上流漁業協同組合の協
力により、羽月西小学校で「川の出前教室」
が行われました。
　参加した同校の児童は、コイやウナギ、カ
メなどが泳ぐタッチプールで大はしゃぎ。い
ろんな魚とのふれあいを楽しんでいました。
　プールで行われたマスのつかみ獲りでは、
水着に着替えた児童たちが大奮闘。するする
とすり抜けるマスをようやく端に追い詰めて、
バケツで一気に捕まえていました。
　獲ったマスは昼食の塩焼きにして地域の人
と一緒に楽しく食べていました。

貸切バス事業者安全性評価
三ツ星認定

魚とふれあう
川の出前教室

　5 月 31 日、ふれあいセンターで 3 校合同
説明会が行われました。
　参加者約 30 人に対し、大口明光学園、伊
佐農林高校、大口高校が学校の魅力や学校生
活の様子を紹介しました。
　その後、各学校に分かれて分科会が行われ、
より詳しい学校説明がされました。
　参加した中学生と保護者はパンフレットを
見ながら真剣に聞き入っていました。

伊佐の高校を知る
「イサコープレゼン」
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問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

の
を
含
む
）
で
食
べ
る
こ
と
で
、

ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
が
胃
壁
や
腸

壁
に
刺
入
し
て
食
中
毒
（
ア
ニ

サ
キ
ス
症
）
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒（
ア

ニ
サ
キ
ス
症
）
の
症
状
は
？

○
急
性
胃
ア
ニ
サ
キ
ス
症

　

食
後
数
時
間
か
ら
十
数
時
間

後
に
、
み
ぞ
お
ち
の
激
し
い
痛

み
、
悪
心
、
嘔
吐
を
生
じ
ま
す
。

○
急
性
腸
ア
ニ
サ
キ
ス
症

　

食
後
十
数
時
間
後
か
ら
数
日

後
に
、
激
し
い
下

腹
部
痛
、
腹
膜
炎

症
状
を
生
じ
ま
す
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒

を
予
防
す
る
た
め
に
は
「
目
視

で
確
認
！
」「
鮮
度
を
徹
底
！
」

「
加
熱
・
冷
凍
で
予
防
！
」
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
湿
度
と

気
温
が
上
昇
す
る
こ
の
時
期
は
、

細
菌
が
増
殖
す
る
絶
好
の
条
件

と
な
り
、
ア
ニ
サ
キ
ス
以
外
の

食
中
毒
も
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

食
中
毒
と
い
う
と
、
飲
食
店

で
の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
毎
日
食
べ
て
い
る

家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い

ま
す
。
普
段
、
当
た
り
前
に
し

て
い
る
こ
と
が
、
思
わ
ぬ
食
中

毒
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
生
鮮
魚
介
類
に

寄
生
す
る
ア
ニ
サ
キ
ス
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
と
は
？

　

ア
ニ
サ
キ
ス
は
寄
生

虫
（
線
虫
）
の
一
種
で

す
。
そ
の
幼
虫
は
、
長
さ
２
～

３
㎝
、
幅
０
・
５
～
１
㎜
く
ら

い
で
、
白
色
の
少
し
太
い
糸
の

よ
う
に
見
え
ま
す
。
ア
ニ
サ
キ

ス
の
幼
虫
は
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、

カ
ツ
オ
、
サ
ケ
、
イ
カ
、
サ
ン

マ
、
ア
ジ
な
ど
の
魚
介
類
に
寄

生
し
ま
す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
は

な
ぜ
起
こ
る
の
？

　

ア
ニ
サ
キ
ス
幼
虫
が
寄
生
し

て
い
る
生
鮮
魚
介
類
を
生
（
不

十
分
な
冷
凍
ま
た
は
加
熱
の
も

□調理の前に石けんで丁
　寧に手を洗う
□肉や魚を切った後の包
　丁・まな板は必ず洗う

家庭での食中毒予防の６つのポイントに気をつけて食中毒を防ぎましょう

□温め直す時も十分に加
　熱する
□時間が経ちすぎたもの
　は思い切って捨てる

□作った料理は長時間室
　温に放置せず、すぐに
　食べる

□生鮮食品はすぐに冷蔵
　庫へ保管する
□肉や魚から汁が漏れな
　いように保存する

□消費期限を確認する
□肉や魚などの生鮮食品
　は最後に買う

食品の購入ポイント１

調理ポイント４ 食事ポイント５ 残った食品ポイント６

食品の保存ポイント２ 下準備ポイント３

□中心部分の温度が 75℃
　で 1 分間以上の加熱を
　する

食中毒は家庭でも発生しています！
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南三陸だより
Vol. 63

　

　

レ シ ピ

ウナギとにらの
炒め物

〈作り方〉　
①きくらげは戻して食べやすい大きさに
　切っておく。にらは約４cm 長さ、ピー
　マンは約６mm 幅に切る。
②ウナギは縦半分に切ってから約６mm
　幅に切る。
③フライパンに油をひき、きくらげ・に
　ら・ピーマンを炒め、ウナギを加えて
　Ａで調味する。

生
Vol.81

「元気いっぱいのおかず」

〈材　料〉（４人分）
ウナギ蒲焼き　200g
にら　　　　200g
赤ピーマン　80g
きくらげ（乾）4g
サラダ油　　大さじ 1

酒　　　大さじ 2
塩　　　少々
こしょう　少々

Ａ

　

今
回
は
、
南
三
陸
町
役
場
で

働
く
同
僚
で
あ
り
、
自
身
も
被

災
者
と
い
う
須
藤
新
太
さ
ん
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
関

す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

町
の
復
興
に
携
わ
れ
る
こ
と
に

誇
り
と
や
り
が
い
を
も
っ
て

日
々
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。」

　

震
災
時
、
町
内
の
高
校
1
年

生
だ
っ
た
須
藤
さ
ん
。「
家
族

は
全
員
無
事
で
し
た
が
、
家
が

津
波
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
町
外

の
親
戚
の
家
に
避
難
し
た
た
め

高
校
も
転
校
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
、
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。
少
し
で
も

ふ
る
さ
と
の
力
に
な
り
た
い
と

役
場
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
新
商
店
街
が

オ
ー
プ
ン
し
た
り
、
三
陸
道
が

開
通
し
た
り
と
、
復
興
が
よ
う

や
く
目
に
見
え
る
形
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。「
自
分
も
被
災
者

だ
か
ら
こ
そ
、
ま
だ
再
建
で
き

て
い
な
い
被
災
者
を
全
力
で
支

援
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
住
民
か
ら『
あ
り
が
と
う
』

と
言
わ
れ
る
と
本
当
に
嬉
し
い

で
す
。」

　

今
年
３
月
に
は
、
新
し
く
造

成
し
た
土
地
に
自
宅
が
完
成
し

両
親
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。「
狭

か
っ
た
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
と

比
べ
る
と
、
や
っ
ぱ
り
家
は
安

心
感
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
な

ん
と
な
く
家
族
の
会
話
が
増
え

た
気
が
し
ま
す
。」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
全
国
か
ら
の
ご
支
援
の
お

か
げ
で
、
南
三
陸
も
着
実
に
復

興
に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

人
の
交
流
が
活
発
な
明
る
い
ま

ち
に
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

す
。」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。　
　
（
若
宮
健
太
郎
）

「復興に向けてもうひと踏ん張り」
と須藤さん。

炒
め
物
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夏休み
の学習に！

23
30

図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

◎海音寺潮五郎記念	
　「銀杏文芸賞」締切：８月 21 日
　「読書感想文・画コンクール」
　対象：小・中・高校生
　締切：９月 29 日

【今月の新刊本（抜粋）】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時
※大口図書館は 24・31 日は開館

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　人間と魔女の間にうま
れたキキ。そのあとすぐ、
飛び込んできた真っ黒く
ろの猫といっしょに、赤
ちゃん暮らしが始まり…。
キキが魔女になるまで、
ジジが魔女猫になるまで
を描く。
　所蔵館：両館

　比南子はスローガン
「会いに行ける市長」
を掲げる宍戸市長の秘
書。しかし兜市は財政
難で、市民の小さな願
いごとを叶える余裕は
ない。そこに、市民の
悩みを解決するピエロ
が現れ…。
　所蔵館：両館

ピエロがいる街	　横関大

（出版：福音館書店）

一  般

（出版：講談社）

キキとジジ（魔女の宅急便特別編その 2） 角野栄子

【　児　童　】 所蔵館
きんたろうちゃん 斉藤洋 両館
レイミー・ナイチンゲール ケイト・ディカミロ 両館
ちゅうちゅうたこかいな 新井洋行 両館

【　一　般　】 所蔵館
アノニム 原田マハ 両館
カタストロフ・マニア 島田雅彦 両館

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　７月 11 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　７月 22 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ
第１回夏休みおはなし会					
日　時　７月 28 日（金） 10:30 ～ 11:00
場　所　菱刈図書館
内　容　図書館ボランティア「おはなしミッケ！」による大型
　　　　絵本などの読み聞かせ

○

【７月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29

○
○

○

図書館
キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

【図書館へ献本】
末冨小楯さん（神奈川県）
井口一男さん（東京都）

24
31

大口図書館のみ、夏休み期間は

休館日も開館します

利用時間：９時～ 17 時
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

～
独
り
暮
ら
し
の
父
を
訪
ね
る
と
～

　

部
屋
中
に
物
が
散
乱
し
、
配
達
さ
れ

た
給
食
に
箸
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
居

間
の
隅
に
置
か
れ
た
椅
子
に
腰
か
け
迎

え
て
く
れ
る
父
。
朝
か
ら
着
替
え
も
せ

ず
、
出
か
け
る
こ
と
な
く
一
人
で
暮
ら

し
て
い
る
。
時
々
、
立
ち
寄
り
声
を
か

け
て
き
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
施
設
に
お
願

い
し
よ
う
と
切
り
出
す
と
、「
な
ぜ
家

が
あ
る
の
に
施
設
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
黙
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

市
の
高
齢
化
率
が
40
％
に
到
達
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
独
り
暮
ら
し
や
高

齢
の
夫
婦
世
帯
が
増
え
る
に
つ
れ
、
社

会
か
ら
孤
立
す
る
高
齢
者
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
支
え
き
れ
ず
、
家
族
や
地
域
・
社

会
全
体
で
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
要
支
援
認
定
者
の
ヘ
ル

パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
へ

と
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
代
わ
り
、
要
支
援
の

認
定
を
受
け
な
く
て
も
、
事
業
対
象
者

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

地
域
で
支
え
る
社
会
を

と
し
て
認
定
を
受
け
る

こ
と
で
迅
速
な
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
同
時
に
地

域
で
皆
さ
ん
が
活
動
さ

れ
て
い
る
日
常
の
集
い
や
助
け
合
い
活

動
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
も
総
合

事
業
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
も
支
援
す
る
側
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
い
、
地
域
全
体
で
支
え
る
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
介
護
に
関
す
る

相
談
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
な
ど
の

情
報
に
つ
い
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用

か
ご
し
ま
県
民
の
た
め
の
自
転
車
の
安

全
で
適
正
な
利
用
に
関
す
る
条
例

　

自
転
車
は
手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
で

す
が
、
重
大
な
交
通
事
故
の
原
因
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
路
交
通
法
上

は
軽
車
両
に
分
類
さ
れ
、
飲
酒
運
転
な

ど
の
重
大
な
違
反
を
犯
せ
ば
検
挙
さ
れ
、

場
合
に
よ
っ
て
は
罰
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
条

例
は
３
月
に
公
布
（
一
部
施
行
）
さ
れ
、

10
月
１
日
に
施
行
し
ま
す
。

主
な
内
容

○
保
護
者
が
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
へ

　

自
転
車
利
用
時
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

　

用
さ
せ
る
義
務

○
自
転
車
利
用
者
な
ど
の
損
害
賠
償
保

　

険
等
へ
の
加
入
の
義
務

○
幼
児
座
席
に
幼
児
を
同
乗
さ
せ
る
際

　

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
義
務

自
転
車
安
全
利
用
５
則

1
自
転
車
は
歩
道
と
車
道
の
区
別
が
あ

　

る
と
こ
ろ
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
。

例
外
的
に
歩
道
通
行
で
き
る
場
合

○
「
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
可
」
の

　

標
識
が
あ
る
場
合

○
13
歳
未
満
の
子
ど
も
ま
た
は
70
歳
以

　

上
の
高
齢
者
が
通
行
す
る
場
合

○
車
の
交
通
量
が
多
い
な
ど
車
道
を
通

　

行
す
る
こ
と
が
危
険
な
場
合

2
車
道
を
通
行
す
る
場
合
は
、
左
側
に

　

寄
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

3
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で
す
。
歩
道

　

の
車
道
寄
り
を
い
つ
で
も
止
ま
れ
る

　

く
ら
い
の
速
度
で
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

4
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・

　

並
進
の
禁
止

○
夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯

○
交
差
点
で
の
信
号

　

遵
守
と
一
時
停

　

止
・
安
全
確
認

5
中
学
生
以
下
の

　

子
ど
も
は
ヘ
ル

　

メ
ッ
ト
着
用
が
保
護
者
に
義
務
付
け

　

ら
れ
ま
す
。

◎
お
願
い

　

交
通
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
は
、
運

転
を
止
め
、
負
傷
者
を
救
助
し
、
直
ち

に
１
１
０
番
を
す
る
か
最
寄
り
の
交
番
・

駐
在
所
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

７
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
肺
が
ん
検
診
、
結
果
報

　

告
会
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元
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広告

　

遺
産
相
続
や
家
庭
内
暴
力
、
隣
人
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
法
律
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

相
談
は
先
着
４
人
の
予
約
制
で
す
。

日　
　

時　

８
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
相
談
時
間
は
一
人
あ
た
り
30
分
程
度
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

弁
護
士　

小
野
幸
二
氏
（
羽
月
出
身
、
大

　
　
　
　
　

東
文
化
大
学
名
誉
教
授
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係

☎
㉓
１
３
１
１

無
料
法
律
相
談
お
知
ら
せ

試
験
日
程
・
開
催
場
所

①
７
月
30
日
（
日
）
９
時
開
始

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
本
庁
舎
（
姶
良

　

市
）

②
８
月
27
日
（
日
）
９
時
開
始

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
伊
佐
庁
舎

※
両
会
場
と
も
受
付
は
８
時
30
分

申
請
受
付
期
間

①
６
月
19
日
（
月
）
～
７
月
14
日
（
金
）

②
７
月
18
日
（
火
）
～
８
月
10
日
（
木
）

※
申
請
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

林
務
課
鳥
獣
対
策
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

平
成
29
年
狩
猟
免
許
試
験

試　
　

験

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

　

平
成
29
年
度
裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試

験
（
裁
判
所
事
務
官
、
高
卒
者
区
分
）
を
実

施
し
ま
す
。

申
込
期
間

▽
郵
便　

７
月
11
日
（
火
）
～
14
日
（
金
）

　

※
14
日
消
印
有
効

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
11
日
（
火
）
10
時
～
20
日
（
木
）

第
１
次
試
験　

９
月
10
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
受
験
案
内
（http://w

w
w

.cou

rts.go.jp/saiyo/index2.htm
l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第

一
係　
　

☎
０
９
９
・
８
０
８
・
３
７
０
７

７
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

　
「
地
引
き
あ
み
」
を
体
験
し
、
と
れ
た
て

の
魚
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
も
う
。

日　
　

時　

７
月
23
日
（
日
）
９
時
～
16
時

　
　
　
　
　

受
付
８
時
30
分
～

場　
　

所　

日
置
市
東
市
来
町
江
口
蓬ほ
う
ら
い莱
館

　
　
　
　
　

前
ビ
ー
チ

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

定　
　

員　

先
着
40
人

参
加
費　

子
ど
も
無
料

　
　
　
　
　

大
人
１
、０
０
０
円

準
備
す
る
物　

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
着
替
え
・

　
　
　
　
　

濡
れ
て
も
よ
い
履
物

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
10
日
（
月
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど

に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
コ
ン
サ
ー

ト
で
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
～
人

と
人
と
が
繋
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
」
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

音
楽
に
限
ら
ず
、
文
化
活
動
に

関
心
・
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

講　
　

師

　

菱
川
浩
二
氏
（
㈱
テ
ィ
ム
ズ
代
表
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
小
出
郷
文
化
会
館
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
ほ
か
）

▽
1
回
目

　

日　

時　

７
月
14
日
（
金
）

い
さ
の
お
ん
が
く
た
い
講
演
会

　
　
　
　
　

18
時
～
19
時
30
分

　

内　

容　

文
化
事
業
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　

会　

場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

視
聴
覚
室

▽
2
回
目

　

日　

時　

７
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

　

内　

容　

文
化
に
対
す
る
思
い
を
共
有
し

　
　
　
　
　

よ
う

　

会　

場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

視
聴
覚
室

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

７
月
13
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
係　

☎
㉖
１
５
７
８

♪♪
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伊佐市からのお知らせ

　

木
工
・
建
築
大
工
の

体
験
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

日　
　

時　

８
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

対
象
者

　

中
・
高
校
生
、一
般（
概
ね
30
歳
以
下
の
人
）

募
集
人
員　

先
着
30
人

参
加
費　

無
料

※
１
日
傷
害
保
険
の
加
入
予
定

申
込
方
法

　

県
内
各
中
学
・
高
等
学
校
、
職
業
安
定
所
、

当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
中
・
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
、
事
前
に

　

当
校
に
確
認
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
26
日
（
水
）

　

作
業
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
シ
ュ
ー
ズ

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
引
率
者
も
見
学
で

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

例
年
、
農
業
機
械
を
使
っ
た
事
故
が
発
生

し
死
亡
者
も
出
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
夏
場
の
作
業
か
ら
秋
の
農
繁
期

を
前
に
農
業
機
械
を
使
っ
た
現
地
研
修
会
を

行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日　
　

時　

７
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場　
　

所　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内　
　

容

○
農
作
業
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
農
業
者
の
た
め
の
労
災
保
険
制
度

○
実
演
研
修
（
ト
ラ
ク
タ
ー
・
草
刈
り
機
）

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
１
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

農
作
業
事
故
防
止
現
地
研
修
会

期　
　

間　

７
月
20
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　

8
月
31
日
（
木
）

時　
　

間　

①
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

②
13
時
～
15
時

　
　
　
　
　

③
15
時
30
分
～
17
時
30
分

※
イ
ベ
ン
ト
や
悪
天
候
の
場
合
、
臨
時
に
休

　

業
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
日
程
は
休
業
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

○
7
月
20
日
（
木
）
①

○
7
月
26
日
（
水
）
②
と
③

○
8
月
31
日
（
木
）
③

※
終
日
休
業

○
7
月
27
日
（
木
）・
31
日
（
月
）

○
8
月
7
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）

料　
　

金　

1
回
（
2
時
間
以
内
）

○
幼
児　

50
円

○
小
・
中
・
高
校
生　

１
０
０
円

○
一
般　

２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

市
営
プ
ー
ル

（
オ
ー
プ
ン
期
間
の
み
）　　

☎
㉒
５
９
２
２

市
営
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　

公
的
機
関
を
名
乗
る
男
性
が
、
女
性
検
診

の
問
診
を
装
い
、
性
的
な
嫌
が
ら
せ
電
話
を

か
け
て
く
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
が
ん
検
診
で
は
、
事
前
に
電
話
で
検

診
の
聞
き
取
り
を
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
健
康
推
進
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

嫌
が
ら
せ
電
話
に
ご
注
意
を
!!

　

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
対
す

る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る
疑
問
等
に
つ

い
て
、
直
接
ご
相
談
に
応
じ
る
移
動
援
護
相

談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
内
容

○
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

○
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

○
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

○
援
護
年
金

○
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

○
そ
の
他
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と

相
談
日
時
・
会
場

▽
８
月
17
日
（
木
）
10
時
30
分
～
14
時
30
分

　

川
内
文
化
ホ
ー
ル
（
薩
摩
川
内
市
）

▽
９
月
21
日
（
木
）
10
時
30
分
～
14
時
30
分

　

垂
水
市
市
民
館
（
垂
水
市
）

▽
10
月
19
日
（
木
）
10
時
30
分
～
14
時
30
分

移
動
援
護
相
談

　

姶
良
公
民
館
（
姶
良
市
）

▽
12
月
14
日
（
木
）
11
時
～
14
時
30
分　

　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
（
伊
佐
市
）

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
相
談
に
関
す
る

資
料
を
お
持
ち
の
人
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
恩
給
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
８
２
８

受
講
日
数

▽
た
け
の
こ　

３
日
間
（
９
月
～
２
月
）

▽
し
い
た
け　

５
日
間
（
９
月
～
２
月
）

受
講
場
所　

鹿
児
島
県
森
林
技
術
総
合
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー
（
姶
良
市
蒲
生
町
）

受
講
料　

無
料

申
込
方
法

　

林
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）、
姶
良
・
伊
佐
地

域
振
興
局
林
務
水
産
課
（
伊
佐
庁
舎
）
に
あ

る
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒
８
９
５—

２
５
１
１

た
け
の
こ
・
原
木
し
い
た
け
生
産
者

養
成
講
座

伊
佐
市
大
口
里
５
３—

１

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
（
伊

佐
庁
舎
）　

　
　
　
　

☎
㉓
５
１
３
２

申
込
期
限　

７
月
28
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
28
日
必
着
。

問
い
合
わ
せ
先

林
務
課
林
政
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係　
　
　
　

☎
㉖
１
５
７
８
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◆
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

期　
　

間　

7
月
21
日
（
金
）
～
31
日
（
月
）

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
階

◆
夏
休
み
自
由
工
作

　

～
と
び
だ
す
絵
本
作
り
～

日　
　

時　

8
月
3
日
（
木
）
10
時
～
12
時

場　
　

所

　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

1
階
工
作
実
習
室

対　
　

象　

小
学
生

定　
　

員　

先
着
15
人

持
っ
て
く
る
も
の

　

定
規
・
工
作
用
マ
ッ
ト
・

カ
ッ
タ
ー
・
色
鉛
筆

申
込
方
法

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８
年

で
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
委
託
す
る
市
内
の
管
工
事
組
合
等
が

対
象
の
ご
家
庭
に
伺
い
、
無
料
で
交
換
し
ま

す
。
メ
ー
タ
ー
器
本
体
は
貸
与
と
な
り
ま
す

の
で
、
管
理
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
の
ご
家
庭
に
は
事
前
に
検
針
票
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
大
口
地
区
】
石
井
・
尾
之
上
・
井
立
田

【
菱
刈
地
区
】

７
月
の
市
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
え

広告

第
２
回
明
光
杯

小
学
生
英
語
暗
唱
大
会

日　
　

時　

７
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

対　
　

象

　

小
学
４
～
６
年
生
（
男
女
）

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

内　
　

容

　

２
種
類
の
課
題
文
か
ら
一
つ
を
選
ん
で
暗

唱
を
発
表
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.o
kuchim

eiko.ac.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園　
　
　
　
　

☎
㉒
０
６
０
９

　

7
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
大
口
図
書
館
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
英
語
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

内　
　

容

　

鹿
児
島
県
国
際
交
流
員
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
氏
）
に
よ
る
英
語
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

日　
　

時　

8
月
20
日
（
日
）
14
時
～
15
時

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
1
階

　
　
　
　
　

和
室

対
象
者　

3
歳
～
小
学
生

定　
　

員　

親
子
15
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

8
月
10
日
（
木
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
図
書
館　
　
　
　
　
　

☎
㉒
０
４
１
７

　

国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
で
は
毎

年
２
回
、
堤
防
の
除
草
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
刈
草
を
必

要
な
人
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

　

受
取
方
法
や
注
意
事
項
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配
布
時
期　

12
月
下
旬
ま
で
（
予
定
）

※
草
の
生
育
状
況
、
天
候
等
で
変
更
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
菱
刈
出
張

所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉖
２
４
５
９

川
内
川
堤
防
の
刈
草
の
無
償
提
供

　

下
名
・
下
手
仁
王
・
下
手
風
呂
元
・
下
手

仲
間
・
下
手
浜
場
・
下
手
前
目
・
下
手
須
川

取
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
取
替
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
で
も
取
替
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の

　

場
合
は
取
替
済
の
お
知
ら
せ
を
郵
便
受
け

　

な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
。
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
弔
慰

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）

戦
没
者
等
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

対
象
者

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
戦
没
者

等
に
係
る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
権
利
者
が
い
な
い
遺
族
の
う
ち
、
お
一

人
に
支
給
。

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
（
子
は

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
胎
児
を
含
む
。）

　

で
、
三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ
、
法
律
に

　

よ
り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
・
５
３
・
０
２
０
７
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伊佐市からのお知らせ

募　
　

集

　

固
定
資
産
税
係
で
は
平
成
29
年
１
月
２
日

～
平
成
30
年
１
月
１
日
に
完
成
ま
た
は
完
成

予
定
の
新
築
・
増
築
の
家
屋
や
取
り
壊
さ
れ

た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
新
築
・
増
築
家
屋

　

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入

居
前
・
家
具
等
の
搬
入
前
の
調

査
を
希
望
す
る
人
は
、
日
程
調

整
を
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

作
業
内
容　

甘
藷
（
芋
）
選
別
作
業

募
集
人
員　

若
干
名

期　
　

間　

８
月
中
旬
～
12
月
上
旬（
予
定
）

※
４
週
７
休
制
に
な
り
ま
す
。

時　
　

間　

８
時
～
17
時

日　
　

給　

６
、
１
０
０
円
～

申
込
方
法　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
後
日
、
面
接
日
を
ご
連
絡
し
ま
す
。
面
接

　

時
に
は
、身
分
を
証
明
す
る
物
（
保
険
証
・

　

免
許
証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
酒
造
株
式
会
社
第
二
蒸
留
所

☎
㉖
５
５
０
０

受
付
時
間
：
平
日
８
時
～
17
時

家
屋
調
査
に
つ
い
て

大
口
酒
造
株
式
会
社

製
造
部
季
節
社
員
募
集

広告

◎
家
屋
の
取
り
壊
し

　

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
居
住
用
家
屋
に
つ
い
て
は
、
宅

地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
取
り
壊
し
た
こ
と
で
建
物

の
税
金
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
軽
減
措
置
が

な
く
な
り
土
地
の
税
金
が
上
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

対
象
者
に
は
５
月
上
旬
に
申
請
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

８
月
７
日
（
月
）

◎
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・

　

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動
預
払
機
）
の

　

操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

　

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し

　

て
、
他
人
か
ら
お
金
を
振

　

り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は

　

絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
臨
時
福
祉
給

　

付
金
」
を
支
給
す
る
た
め
に
メ
ー
ル
で
手

　

続
き
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
手
数
料
な

　

ど
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
申
請
受
付

締
め
切
り
間
近

り　

ま
せ
ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
（
の
職
員
）
な
ど
を
か

　

た
っ
た
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審

　

な
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、
市
や
伊
佐
警
察

　

署
（
☎
㉒
０
１
１
０
）
ま
た
は
警
察
相
談

　

専
用
電
話
（
♯
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

伊
佐
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
マ
ス

ゲ
ー
ム
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
校
区
で
の
運
動
会
や
地
区
行
事
に
活
用

で
き
、
健
康
増
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
年

齢
・
性
別
問
わ
ず
多
く
の
人
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　

時　

７
月
20
日
（
木
）
19
時
～
21
時

場　
　

所　

伊
佐
市
総
合
体
育
館

曲　
　

名　
「
恋
（
星
野
源
）」

準
備
す
る
も
の

　

動
き
や
す
い
服
装
・

屋
内
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物

問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉖
１
５
７
８

マ
ス
ゲ
ー
ム
講
習
会
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（
５
月
２
日
～
５
月
31
日
受
付
分
）

池
町　

直な
お
ひ
ろ紘
（
昌
和
・
梨
香
／
金
波
田
）

宇
都　

源げ
ん
と人
（
幸
誠
／
楠
原
上
）

大
丸　

乃の
あ愛
（
伸
太
郎
・
あ
ず
さ
／
前
目
下
）

椛
山　

依え
ま眞
（
誠
・
絵
美
／
一
の
山
）

川
添　

里り
な奈
（
理
史
・
真
奈
美
／
比
良
）

霧
島　

大た
い
が雅
（
健
雄
・
さ
や
か
／
下
市
山
）

久
保　

鳳ほ
う
ま真
（
津
佳
沙
／
山
下
）

古
城　

花か
り
ん怜
（
俊
也
／
後
村
）

竹
村　

里り
と都
（
立
己
・
愛
／
新
青
木
）

地
福　

潤
じ
ゅ
ん
（
秀
一
・
由
美
子
／
平
出
水
中
央
）

轟
木　

乃の
あ天
（
高
昭
・
恵
／
西
川
）

永
井　

咲さ
な愛
（
力
・
直
美
／
陣
之
尾
）

日
置　

和あ

み

か
心
花
（
冬
樹
・
香
代
／
春
村
）

肥
後　

宗そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
公
大
・
か
お
り
／
薬
師
）

堀
尾　

悠は
る
ま馬
（
俊
彰
・
愛
実
／
西
原
）

本
田　

美み
あ愛
（
誠
俊
・
久
留
美
／
高
校
西
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
５
月
１
日
～
５
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

門
宮　

シ
ヅ
ノ　
　

95
（
朝
日
町
）

諏
訪　

マ
サ　
　
　

92
（
上
青
木
東
）

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
６月活動

湯之尾郵便局

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538
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虐待かもと思ったら 189 番へ

児童相談所全国共通ダイヤル

お近くの児童相談所につながります
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編
集
後
記

人口のうごき

H29. ６. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

　

7
月
1
日
号
を
編
集
し
て
い
る
こ

の
時
期
（
6
月
中
旬
）
は
ち
ょ
う
ど

田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
お
米
が

有
名
な
伊
佐
な
の
で
、
１
年
間
の
田

ん
ぼ
の
様
子
を
記
録
し
て
お
く
た
め

に
も
最
近
は
写
真
撮
影
に
奔
走
し
て

い
ま
し
た
。

　

各
地
を
巡
っ
て
い
る
と
、
水
を
張

っ
た
田
ん
ぼ
に
映
る
、
逆
さ
富
士
な

ら
ぬ
逆
さ
鳥
神
岡
の
姿
が
！
美
し
く

て
伊
佐
ら
し
い
景
色
に
出
会
え
て
心

が
踊
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
想
う
、
伊
佐
の
好
き
な

表
情
は
あ
り
ま
す
か
？
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
や

季
節
ご
と
の
風
景
な
ど
、
ぜ
ひ
伊
佐

Ｐ
Ｒ
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総人口　26,787 人　  （－       33）
　男　　12,451 人　  （－       12）
　女　　14,336 人　  （－       21）
世帯数　13,692 世帯  （ +            2）

広告

今月号の「和みのひろば」はお休みします。このコーナーでは皆さんのお便りや写真をお待ちしています。和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ


